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Productive Agingの概念とその可能性に関する検討
ーデモグラフィックデータの分析からー
Examination about a generaI idea of Productive Aging and the possibility; 
The analysis of demographic data 
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Abstract 
In this study， using the Japanese demographic data being simi1ar to the ones in仕oducedby 
Simonsick (1995)，也eau也ordiscussed也ecapabi1ty of Productive Aging in Jap血・ Asa result， 
given血eincreasing 1ev巴lsof health condition and educational attainment， rates of women and being 
60th in younger cohort， which are factors of productive activity， we should expect to see higher 1ev-
巴lsof productive activi句rin也知ree1der1y cohorts. So， when we discussed the capabiliザ ofProduc-
tive Agi且gin Japan by demographic dat， came to the conclusion也atJapanese present situation 
would have advanced in the Productive Aging society. 







障害が大きかった (Caro，Bass， & Chen， 1993)。そこで、このような年齢差別に対して反発
するためのスローガンとしてButler(1975)が提唱した言葉がProductiveAgingである。
Butler (1975)はProductiveAgingの定義を必ずしも明確にしなかったため、その後、多
くの研究者がProductiveAgingの概念を独自に考察していくことになった。 Caroet al. 
(1993)がまとめたものを中心に紹介すると、 ProductiveAgingとは、経済的な考えとは切り




めか、定義をすることなく ProductiveAgingの言葉を利用する研究 (e.g.，Kerschner & But-


































































男性 女性 男性 女性 男性 女性
13，250 13，662 6，027 6/)79 2，541 4，224 
84.7 79.8 86.9 62.4 80.2 31.8 






4.6 6.4 2.7 4.1 1.4 3.1 0.9 1.8 




にネガテイブな影響を与えることが示されており (Green五eld& Marks， 2004)、そのネガテイ
ブな影響を緩衝するものとして ProductiveAgingの活動のlつであるボランテイア活動の効

































おり (Bowen，Andersen， & Urban， 2000; Okun， 1994; Wilson & Musick， 1997)、重要な変
数であると考えられる。高学歴であることが規定因となるような ProductiveAgingの活動で
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100 "四ーー 「ー「 τ?可 作烹宿 区烹m 田「原支m m万l8 医宗TIl ~言明 同市羽 田家育審
却ト l印刷州 日間同日il 附柑柿耐 応ワ7A 屋重量 田ト l目酬刷脚削 l冊酬聞 静子賞 !:1:1:1:1 1国外い出するととはほとんどな
ヨ家族や他の人かち誘われて














































































35-44 45-54 55-64 65+ 35-44 45-54 55-64 65+ 
総数 789 975 785 949 781 981 827 1321 
1.労働力人口 773 945 653 316 517 689 408 192 
1-a.就業者 744 912 611 307 494 668 392 191 
1-b.完全失業者 29 33 42 9 23 21 16 1 
















あること(u.S. Bureau of Labor Statistics， 2003)，高学歴であること (Bowenet al.， 2000; 
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